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２０２２年 １２月度テーマ：我はフクロウ

スカウト諸君へ
１２月以降の隊活動予定		

テーマ ； 我はフクロウ
活動目標 ； ・好奇心と冒険心を満足する活動を行う。
プログラム ； 文化芸術活動
ソング ； この道を行く　P24 懐かしの森へ P86
当番班 ； バッファロー班
日時 場所 集会 内容

 　

１２月、1月活動

１１月度 隊活動 

１2月8日（木）１９時～ 有秋公民館 班長会議・訓練

１２月、1月活動

12月18日（日） 東京・上野の杜 12月隊集会 文化・芸術

日程調整中 班集会

12月25日（日） 野営場 団行事 クリスマス会

1月28日～29日 野営場 1月隊集会 耐寒キャンプ

3月25日（土）~30日（木） 跡 市東第二小学校 任意（地区訓練キャンプ） 25WSJ＋１級取得目標

2月分：3月3日（金）～5日（日） 長野方面 2月隊集会 スキー訓練

3月19日（日） 未定 3月隊集会 長距離ハイキング

40TH

＜活動状況写真＞

《ウッドバッジ伝達》

スカウトたちは班長を筆頭に班長会議・訓練、班

集会、隊集会とよくがんばってボーイスカウト活動

を行っているところ。

隊長も各種勉強会や長期宿泊を伴うウッドバッジ

実修所などに参加し、研鑽に励んでいるところです。

ウッドバッジ実修所は事前研修の第一教程から、

実地キャンプ訓練等の第二教程、そして原隊での

実施結果として第三教程（レポート）をまとめ提出し

たところ、11月19日（日）手賀の丘青少年自然の家

にてウッドバッジの伝達を受けることができました。

今でも多くの反省点・改善点などがあるところで

すが、スカウト、保護者の皆様と一緒に活動を盛り

上げていきたいと思いますので、引き続きよろしく

お願いいたします。

１１月の活動は、スカウトの希望で実施することになった１泊２日の１００ｋｍサイクリングです。

先月に引き続き早朝、夜明け前の５時３０分に姉ヶ崎駅に集合し、スカウトは鉄道移動で千葉県東端の銚子（犬吠

駅）に向かうことに。

活動内容は各ポイントにおいて、いくつかの課題をこなしながら長距離のサイクリングに挑むもの。

１日目に銚子電鉄犬吠駅を出発し犬吠灯台、銚子ドーバーラインの上り下りを経て、九十九里浜沿いに設置されてい

る太平洋岸自転車道をひたすら南下し７６ｋｍ先の「一宮少年自然の家（宿泊）」に至るもの。

２日目は宿泊先を出発し一宮川沿いを進み、茂原市内の藻原寺（そうげんじ）にてお昼休憩、そして房総半島中央部

を横断し団野営場に至るもの。その総距離１１７ｋｍを走破。

1日目はあいにくの天気、出発時点は曇り空であったものの、出発と同時にぱらぱらと小雨模様。風も強く、少し不安

な出発となりました。途中では土砂降りの雨にあられ（霰）が混じる天候になったことも。

スカウトたちは強い雨の中でモチベーションが下がると思いきや、逆にありえない天気の中にあっても元気いっぱい。

豪雨の大変さより海岸線の砂混じりルートが厳しかったようだが、約８時間を要して初日の７６ｋｍを走破。

宿泊先では到着後すぐにお風呂に入れる段取りをしていただき、おいしい夕食を食べ、夜の班集会にて初日の結果

を報告書にまとめる活動を行った。

２日目は初日と全く異なる雲一つない快晴。出発前に自転車技術の習得訓練を行い、帰路の川沿い、山間部の山坂

をものとせず予定時刻より1時間30分も早い14時には野営場のゴールに到着。

今回の隊集会で経験した辛さ、楽しさ、仲間意識などは、これから成長していく力になってくれると思う。

スカウトのみんな、本当によく頑張りました。

【胸にさがっているツービー

ズが証です。

【ルート】

（銚子～一宮～野営場
出 発 犬吠埼から太平洋を臨む

パンク修理訓練

一宮川沿いを快走 藻原寺 団野営場ゴール

雨天走行


